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1．情報活用能力の歴史的経緯
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臨時教育審議会第二次答申（1986）

3つの原則
情報化の光と影への対応
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臨時教育審議会第二次答申（1986）

指導の個別化
指導形態の柔軟化
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初等中等教育における
教育の情報化に関する検討会（2006）

3観点8要素へ
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学習指導要領（2008）

•各教科等の指導に当たっては、児童がコンピュータや情
報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ，コン
ピュータで文字を入力するなどの基本的な操作や情報モ
ラルを身に付け，適切に活用できるようにするための学
習活動を充実する 

ICT活用，情報活用，情報モラルなどに関する記述の大幅な増加
しかし，情報活用能力という用語の記述はなかった

高橋純，堀田龍也，南部昌敏（2010）新学習指導要領において必要とされる教員
のICT活用指導力の検討，上越教育大学研究紀要 29 131-139 6



学習指導要領（2017）

総則

学習の基盤となる資質・能力として
情報活用能力と記載
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2．情報活用能力に関する意見交流会におけ
る意見の整理（別冊資料）
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3．GIGAスクール構想以降の
情報活用能力

〜研究開発学校：春日井市の取組などから〜
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資質・能力の育成と一人一台端末活用の
将来像

•基礎的な知識・技能の習得は、AIドリルや動画等が中心へ

– 第1世代：従来の紙ドリル等のデジタル化

– 第2世代：アダプティブな出題で苦手克服など

– 第3世代：生成AI等により教師の存在は前提ではなくなる

•高次な資質・能力の育成こそ、対面の教室の役割へ

– 子供一人一人が課題を持ち、問題解決を繰り返す

– 調べる・まとめる・伝えるといった探究活動が基本

– ICT活用を含む情報活用能力が基盤となる

©2024 高橋純（東京学芸大学）
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富山県富山市立芝園小学校 一人一台端末の使い方等を学ぶ時間の確保は、各校の工夫に委ねられている現実

©2024 高橋純（東京学芸大学）

11



PC・タブレットなどのICT機器を
毎日活用する子供の割合

令和５年度全国学力・学習状況調査
児童生徒質問紙の政令指定都市の結果から
毎日活用する子供の割合を推定

地域間の差は
端末の使い方を含む

情報活用能力の指導状況の
差に起因する可能性

©2024 高橋純（東京学芸大学）
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13



研究開発学校として
「情報の時間」で学習
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「情報の時間」で情報活用能力を育成し
教科の学習において

日常的に探究的な活動を実施 15



個別にも協働にも学ぶ基盤としての
情報活用能力の重要性

一
斉協

働

協
働

個
別

個
別

愛知県春日井市立藤山台小学校

©2022 高橋純（東京学芸大学）
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一斉でインプット 教師の指示で一斉に端末活用や協働 教師の指示で一斉で発表

一斉でインプットや
課題・活動確認

協働を自己決定

協働を自己決定

協働を自己決定

他者参照

他者参照
他者参照

教師＞把握と指導

課題提出

単線型
（従来型）

複線型
（クラウド型）

学習の途中を何度でも参照（途中参照）
何度もインプットとアウトプット

白紙共有

一人一台端末活用の新旧イメージ

・教師の指示による
ステップバイステップ

・単線型
・協働すらも一斉

・一人一人が主語
自己判断で進行

・複線型
・必要な時に，

必要な相手と協働
・教師は把握と指導

©2024 高橋純（東京学芸大学）
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中学社会の例：子供一人一人が
高い学習成果をあげる 18



学習に困難を感じていた
子供も自分なりの成果 19



従来より短い時間で
理解が深まる
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「情報の時間」
子供の感想の一部

• キーボードを早く打てるようになったので、スラスラ打てて色々、役に立ちました。
危険なサイトがあることも知って、役に立ちました。（小学３年生）

• それぞれの課題で、どんな情報を集めればいいかなどがわかるようになった。（小
学校３年生）

• AI について知り、画像認識を使ったプログラムを作ることができるようになった。
（小学５年生）

• 情報などを整理することができるようになったことで文章などを書くときに文の順
序などがわかりやすくなり文をかきやすくなった。（小学６年生）

• 相手に正しく、正確に伝えるためにはどうすれば良いのか、どのようなグラフが適
切なのかを、考え、選ぶことができるようになった。情報収集や整理分析をするこ
とができた。（中学１年生）

• 情報収集で分析しながら表にまとめたり、情報や事実、結果をうまく使い分けなが
ら発表する力が身についた。（中学２年生）

• 情報収集の際に、その情報が正しいのかなどを吟味して活用するなど、情報を活用
する際に気をつけるべきことなどを学び、それを授業の中などで活用することがで
きた。（中学３年生）

春日井市令和５年度研究開発学校実施報告書 21



「情報の時間」
教師の感想の一部

• クロームブックの使い方を一から説明しなくても、「情報の時間」に学習したこと
を活用して学習できている。ふりかえりについても、「情報の時間」に学習したこ
とを使って書けるようになってきた。（小学校）

• 各教科で学んだことを「情報の時間」に生かす、情報で学んだことを各教科で生か
すという相互作用がうまれていると思う。（小学校）

• 今まで、それぞれの教科の時間内で学習内容とは関係ないスキルを教える必要があ
り、学習内容の深まりにかける部分があったが、「情報の時間」内でPC スキルや
学習方法のスキルについて学ぶ時間をとることができるようになった。（小学校）

• プレゼン資料の質が上がった。また、プレゼンすることに対する不安感も減ったの
ではないかと思う。世の中で行われている問題解決を体験することで自分の将来に
役立つという認識を持っている。また、他教科でも使っていきたい力だという振り
返りも多くある。（中学校）

• ものごとの理解を深めるために、多面的に調べたり、得られた情報の信憑性を調べ
たり、仲間と協働で学びを深めることで自分なりの意見をもつことができるように
なっている。こうした思考を深めることは、生涯にわたって学び続ける資質向上に
もつながると考える。（中学校）

春日井市令和５年度研究開発学校実施報告書 22



おわりに

• 「①デジタル技術の適切な活用」「④情報モラル等」に関する指導は、子供たちがデジタル社会を生き
る基盤や、GIGAスクール構想の実現の基盤として重要。

• 「②デジタル技術を活用した課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現」は、各教科等での
探究的な活動を支える基盤として重要。

• 「③情報科学、プログラミング・数理・データサイエンス・AI等」は、教科内容として一層の充実が重
要。

• 生成AIなど、新たに生まれたり、変化の激しい事項については10年に一度の学習指導要領改訂や教科書
検定のサイクルでは、タイムリーに学校現場の変容を促すことは困難。指導資料（動画教材など）の作
成・公開を通じて、確実な指導の担保を図ることが必要ではないか。また、情報技術の適切な活用につ
いては、生成AIのように急速に技術的普及を果たした新技術を児童生徒が適切に取り扱うようにするこ
とも必要ではないか。

• 特に②は意識して指導している学校は少ないのではないか。
研究開発学校での取組を見る限り、操作や探究など、各教科等で共通に発揮するような基盤としての情
報活用能力は、特設の時間などで、集中的に指導することが望ましいのではないか。

• 特に中学校段階では「数理・データサイエンス・AI」に関して接続が弱い可能性。
STEAM教育の重要性が指摘され、また、社会・職業生活の中でテクノロジーや情報の役割がこれまで
以上に大きくなる中、これまで中学校の技術・家庭科（技術分野）や高等学校の情報科で主に取り扱わ
れてきた内容の教科編成を見直し、その教育内容を充実すべき。その際、初等中等教育と高等教育との
学習内容の縦の接続や、情報モラルを含む情報活用能力の育成に関して、各教科における位置付けを明
確にする必要があるのではないか。 23



(1) 学習の基盤となる資質・能力（第１章第２の２の (1)）
イ 情報活用能力

 情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして
捉え， 情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・
解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力
である。将来の予測が難しい社会において，情報を主体的に捉えなが
ら，何が重要かを主体的に考え，見いだした情報を活用しながら他者
と協働し，新たな価値の創造に挑んでいくためには，情報活用能力の
育成が重要となる。また，情報技術は人々の生活にますます身近なも
のとなっていくと考えられるが，そうした情報技術を手段として学習
や日常生活に活用できるようにしていくことも重要となる。

（参考）
小学校学習指導要領（平成29年告示）解説【総則編】
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(1) 学習の基盤となる資質・能力（第１章第２の２の (1)）
イ 情報活用能力

 情報活用能力をより具体的に捉えれば，学習活動において必要に応
じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を
整理・比較したり，得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり，
必要に応じて保存・共有したりといったことができる力であり，さら
に，このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的
な操作の習得や，プログラミング的思考，情報モラル，情報セキュリ
ティ，統計等に関する資質・能力等も含むものである。こうした情報
活用能力は，各教科等の学びを支える基盤であり，これを確実に育ん
でいくためには，各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図
ることが重要であるとともに，そうして育まれた情報活用能力を発揮
させることにより，各教科等における主体的・対話的で深い学びへと
つながっていくことが一層期待されるものである。

（参考）
小学校学習指導要領（平成29年告示）解説【総則編】
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（参考：情報活用能力を構成する資質・能力）
（知識・技能）

情報と情報技術を活用した問題の発見 ･ 解決等の方法や、情報化の
進展が社会の中で果たす役割や影響、情報に関する法 ･ 制度やマナー
、個人が果たす役割や責任等について、情報の科学的な理解に裏打ち
された形で理解し、情報と情報技術を適切に活用するために必要な技
能を身に付けていること。

（思考力・判断力・表現力等）
様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え、複数の情報を結

びつけて新たな意味を見出す力や、問題の発見・解決等に向けて情報
技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること。

（学びに向かう力・人間性等）
情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参

画し、その発展に寄与しようとする態度等を身に付けていること。

（参考）
小学校学習指導要領（平成29年告示）解説【総則編】
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